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出版者のステートメント

Begell Houseの出版倫理と違法行為に関するステートメントは COPE（Committee on Publications Ethics）が作成したガイドライン(open in a new tab)に基づいています。

提出された原稿に対して審査と査読を行う際の公正かつ倫理的手順を使い、最高品質のオリジナルな研究記事を出版することがBegell Houseの意図です。

不正行為または不正調査

科学における不正行為、不正な出版や盗用が疑われる場合や、証明された場合、出版者は編集長と密接に協力し、状況を明確にし、問題の記事を修正するためにあらゆる適切な手段を講じます。これには直ちに訂正の公表、最も重大な場合には、影響のある作品を完全撤回が含まれます。

免責

出版者とジャーナルは、年齢、肌の色、宗教、信条、障害、婚姻関係の有無、兵役経験の有無、国籍、人種、性別、遺伝性素因またはキャリア状態、あるいは性的志向に基づいてその出版プログラム、サービスや活動において差別されないものとします。

苦情と抗議

編集者はいかなる原稿に対しても受諾または却下に関する最終決定を行います。著者がかかる決定に対して抗議する場合、ジャーナルの編集長に直接連絡できます。共同著者、査読者や編集委員会メンバーに関する苦情も編集長に向けて下さい。




著者のための倫理ガイドライン

オーサーシップ

オーサーシップの定義は科学的原理によって異なります；著者は出版プラクティスと責任ある著作者に関する米国心理学会のステートメント(open in a new tab)などの研究分野内の基準に注意し、従うように期待されます。

Begell House出版は、 原稿のオーサーシップは下記基準を満たした人物が留保すべきであるとしている国際医療ジャーナル編集者の国際委員会 (ICMJE)(open in a new tab)規定のガイドラインに従っています：

	著者はコンセプト、デザインやデータの収集や分析を通じて作品に多大なる知的貢献を行うべきである
	著者は提出前の最終承認用の原稿のドラフト作成、執筆、レビューに関わるべきである
	著者はデータを使用・報告する調査方法に責任を負うべきである


出版のために原稿を査読する際、編集者は 科学編集者委員会 (CSE) 著者に関する基準(open in a new tab)を参照しなければなりません。著者の名前が記載される順番により、記事に対するその著者の貢献度を数値化できます。例えば、最も作品に貢献した著者は筆頭著者として名前が掲載されます。

不確かな場合は、著者は「著者を構成するもの」に関するCOPEディスカッション(open in a new tab)を参照できます。著者はその原稿に対してORCID IDs(open in a new tab)を記載することで、出版物に対して自分の名前がクレジットに適切に記載されていることを確認できます。

貢献

研究に参加したものの、上記に記載の著者に対する要件を満たしていない場合、貢献者として名前が記載されるべきです。どんな関わりがあったかを説明し、謝辞に貢献者の名前を記載して下さい。貢献者の例は下記の通りです：

	日々の研究には参加していない研究所のマネージャやサポートスタッフ
	研究ボランティアや参加者
	文化コンサルタント（人類学や人文学研究で一般的）


各著者の研究における役割を明確に説明した説明文を原稿と一緒に提出して下さい。著者の方には CRediT(open in a new tab) （貢献者役割分類）をよく理解し、説明文におけるこれらの基本的定義を使用するように奨励しています。

責任著者の責任事項

責任著者は、適切な共著者全員の名前が論文に掲載され、不適切な共著者の名前がないことを確認し、共著者全員が最終版の論文を読み、承認し、出版のために提出することに同意したことを確認しなければなりません。責任著者は、著者全員が提出時の現状で原稿に貢献し、原稿を読み、承認したことを確認する必要があります。

オーサーシップの変更

著者は、査読のために原稿を提出する前に、すべてのオーサーシップと貢献者を最終決定し、確認しなければなりません。名前のスペルが少し間違っている場合は、編集者の独断で訂正することもできます。著者の順番やリストに変更が必要な場合は、著者全員が変更に対する通知を受け、同意した旨を記載し、全員が署名した書面による通知を弊社プロダクション部門が受け取らなければなりません。  この場合、ジャーナルは変更を記した是正文を発行し、記録を更新します。弊社はCOPEの学術出版におけるインクルーシブの促進に対するスタンスに同意しています(open in a new tab)。著者が性自認やその他の理由により名前の変更を希望する場合はjournalsまでその旨リクエストを送信して下さい。

オーサーシップに関する争議

COPEでは、編集者と査読者に対して、 潜在的なオーサーシップ問題や原稿の改ざんの特定方法#%pdf_file%#(open in a new tab) および査読プロセス中や出版後に起こった問題や争議への対処に関するフローチャート(open in a new tab)ガイドラインを提供しています。著者、編集者や出版者がオーサーシップに関する争議を解決できない場合、問題になっている著者の機関に説明を求めて出版を先送りにする場合があります。

所属

著者は全員、彼らの原稿の研究が行われた機関または現在彼らが所属している機関として、その所属を記載しなければなりません。所属に関する潜在的な改ざんに関して懸念のある方は、ジャーナルの編集者または出版者に対してethicsまで連絡して下さい。

人工知能と大規模言語モデル

Begell Houseのスタンスは、COPE(open in a new tab) および WAME (World Association of Medical Editors)(open in a new tab) の方針と一致しており、ChatGPTなどの人工知能チャットボットやその他の大規模言語モデル（LLM）は、研究に対してオリジナリティのある貢献を十分に行うことはできず、出版済みデータに対して責任を求めることはできないので、研究原稿に対する著者としてその名前を記載することはできないものとします。原稿生成においてAIプログラムやツールが使用された場合、原稿本文に明確にこのことを説明し、プログラムやツールの名前、使用方法やそのようなプログラムやツールが作成したコンテンツの特定を含まなければなりません。

著者が亡くなった場合

著者の1人が亡くなった後に原稿が提出された場合、この旨を記載したバージョンに脚注を追加して下さい。提出済み原稿の著者が査読中に亡くなった場合、残りの著者がジャーナルの編集者または弊社プロダクション部門に対してjournalsまで通知して下さい。責任著者が亡くなった場合、残りの著者全員が新しい責任著者を選出し、この変更に関する脚注を原稿に追加しなければなりません。




編集プロセスと利害対立

出版決定

ジャーナルの編集者は、ジャーナルに提出されたどの論文を出版するのか決定することに責任を持ち、出版者やその他の外部エンティティによって直接影響を受けないものとします。編集者は、ジャーナルの編集委員会の方針によって誘導され、名誉棄損、著作権侵害や盗作に関して効力のある法的要件によって制限される場合があります。編集者はこの決定をする際にその他の編集者や査読者と話し合う場合があります。

フェアプレイ

編集者は、著者の人種、性別、性的志向、宗教的信仰、種族的出身、市民権や政治哲学に関係なく、知的コンテンツに対して原稿を常に評価します。

秘密厳守

編集者および編集スタッフは、必要に応じて、責任著者、査読者、潜在的な査読者、その他の編集アドバイザーや出版者以外の何人に対しても、提出された原稿に関する一切の情報を開示してはなりません。

開示と利害対立

提出済み原稿に開示された出版されていない資料は、著者から明確な書面での同意がない限り、編集者自身の研究に使用してはなりません。Begell Houseジャーナルで出版された特別号に関しては、特別号出版の代わりに協会やカンファレンス主催者などの第三者機関からBegell Houseが支払を要求したり、支払を受け取ったりするようなことはありません。商業事業から論文や特別号を弊社が出版することはありません。

Begell Houseは編集者にジャーナル編集者向けのCOPE 行動規範とベストプラクティスガイドライン#%pdf_file%#(open in a new tab) を参照させています。




査読内の対立と偏見の予防

著者が査読者を提案する場合、論文を扱う編集者や関連編集者によってその提案が吟味され、著者と査読者が同じ機関、研究所の出身ではないことや、その他のつながりがある可能性がないことを確認するものとします。著者の情報も入念に審査され、潜在的な改ざん（例、著者の機関のメールアドレスと一致しない提携を著者が記載しているなど）を早期に特定できるようにします。

著者が知っている可能性がある人物、著者とつながりのある人物あるいは同じ機関出身の人物を示唆する場合、そのような査読者は査読から外されるものとします。原稿のトピックに基づき潜在的な偏見がある場合、異なる研究分野の査読者に割り当てられます。

ある人物が論文の査読に招待される場合、編集者は潜在的な対立や偏見を開示するように求めます。利害対立が発生した場合や、対立が公表されず、後になって明白になった場合、Begell Houseは提出済み原稿における公表されていない利害対立に関するCOPE フローチャートガイドライン#%pdf_file%#(open in a new tab)に従うものとします。利害対立のある原稿がすでに出版されている場合、弊社では出版済み論文における公表されていない利害対立に関するCOPEフローチャート(open in a new tab)を参照します。

不正な査読プラクティスが起こったと判明した場合や、実際の著者の所属を隠蔽または偽るために論文のオーサーシップが改ざんされていた場合、その論文は出版を検討しないものとし、著者には理由を全て説明してこの旨を通知するものとします。

著者が彼らの原稿における決定に偏見や利害対立が影響を与えたと考える場合、ジャーナルの編集長または編集事務所に連絡し、懸念事項に対処し、追加情報を提供できます。ジャーナルの査読や査読者は定期的にモニタリングされ、倫理基準やガイドラインが厳密に守られていることを確認します。

著者は全員、個人的または仕事上の関係など、原稿の結果や解釈に影響を与えると見なされる可能性があるような財務的またはその他の実質的な原稿における利害対立を開示するものとします。認可番号やその他の確認詳細情報やその他の潜在的な対立を含む、金銭的サポートやプロジェクトへの資金調達などのあらゆる情報を開示するものとします。Begell Houseが出版したいかなる作品と利害対立を疑う者は、ジャーナルの編集者または出版者にethicsまで連絡して下さい。




著作権、知的所有権と情報源の確認

他者の作品に対して適切な謝辞を常に行わなければなりません。報告された作品の性質を特定するために影響を与えた出版物を著者は引用するものとします。

著者は、以前に出版された、あるいは著者のオリジナル作品ではない情報源の図、写真や表を著者の原稿に記載する場合は情報源を認めなければなりません。Begell Houseは、著者に対して、図や表を含む、原稿のオリジナリティを主張するように求め、資料を複製する場合はその著作権所有者から明確な許可を得ることを義務付けています。

どの出版モデルを選ぶかによって、著者は原稿資料と共に下記書類を署名・提出を要するものとします：

	標準登録モデル：

	工学論文のための著作権譲渡契約書It's a pdf file.
	生物医学論文のための著作権譲渡契約書It's a pdf file.

	原稿所有権が出版者に譲渡される場合



	グリーンオープンアクセス：

	著者は、自身が所属する機関のウェブサイト経由で、1年間のエンバーゴ期間後に、自身のオリジナル承認済み原稿へ一般の人々がアクセスできるようにできます
	著者は、自身のオリジナル承認済み原稿を自身のウェブサイトへ投稿すること、またはダウンロード可能にすること、もしくはその両方により、一般の人々と共有することができます。
	著者のオリジナル承認済み原稿には、発表済みの原書に対する引用を含む、発表済みの作品が属するBegell Houseウェブサイトへのリンクも必ず提供しなければなりません


	ゴールドオープンアクセス：

	オープンアクセスジャーナルまたはハイブリッドオープンアクセスジャーナルで論文を発表できます
	一般の人々は最終公開論文にオープンアクセスします
	一般の人々は公開済み論文をダウンロードできます



著者がグリーンオープンアクセスまたはゴールドオープンアクセスで出版することを選択した場合、著作権譲渡契約書および下記のような適切な契約書に署名し、各契約書に記載されている特定の権利を有するものとします：

	グリーンオープンアクセス契約It's a pdf file.
	ゴールドオープンアクセス契約It's a pdf file.


引用と改ざん

編集者と著者が引用改ざんや論文が受けた引用数が一見増えたかのように見せるその他のプラクティスに関わることは非倫理的です。COPEでは、引用改ざん#%pdf_file%#(open in a new tab)の特定方法について話し合い、下記のようなベストプラクティスを提案しています：

	著者は自身の引用数を増やすために、自身の研究あるいは同僚の研究を過度に引用してはならない
	著者は自身の原稿を提出したジャーナルに対する引用を増やすためにそのジャーナルを過度に引用してはならない
	著者は自身がよく読んでいない情報源や自身の研究に関連しない情報源を引用してはならない
	編集者は引用数を増やすために、編集者自身の研究や編集者自身のジャーナルを過度に引用するように著者を奨励してはならない


COPEでは、以前の論文をフォローアップする研究である場合や、著者が非常にニッチなトピックスについて研究している場合、自身の引用が正当である特定のケースも認識しています。そのようなケースは非倫理的行動がとられていないかを特定するために編集者が審査し、必要だと思われる場合、論文を却下する場合があります。




出版作品の基本的な間違い：撤回と訂正

著者は自身が出版した作品において重大な間違いや正確ではない事項を発見した場合、著者の責任で直ちにジャーナル編集者や出版者に通知し、編集者と協力して論文を撤回または訂正するものとします。そのような訂正を編集者が妥当であると見なした場合、ジャーナルは撤回通知と正誤表を発表します。弊社では出版後の変更と批評に対処するための(open in a new tab)COPEガイドラインに従っています。

訂正

著者や読者が出版後に間違ったデータやその他の間違いを原稿に見つけた場合、journalsまでジャーナル編集者や出版者に連絡するものとします。訂正する理由は、データや図に（重要ではないが）突出した間違いがある場合や、オーサーシップへの変更がある場合である可能性があります。

編集者はガイドラインとして出版後の批評に対処するための#%pdf_file%#\(open in a new tab)COPEフローチャートを参照するものとします。「アーリーリリース」論文に関しては、記録のバージョンが出版者のウェブサイトに直接更新される場合もあります。出版済み論文に関しては、公式な訂正文が発行され、記録のバージョンに追加されます。

撤回

下記のような場合で、最も重大なケースにおいては、出版原稿の撤回が適当である場合もあります：

	研究、データや図が改ざんされていた場合
	著者が図を再使用するための著作権許可を得ていなかった場合
	データが再現不能である場合
	論文を撤回すべきかどうかを検討する際に、その他の非倫理的な研究、審査や出版プラクティス


が行われたことが判明した場合、弊社ではCOPEの撤回ガイドライン(open in a new tab)に従います。最初にジャーナルの編集者が苦情を調査します。その後、編集者が所見を出版者と話し合い、撤回を発表すべきかどうかを決めます。このプロセスの間、弊社では関係著者全員に通知し、調査中は彼らと頻繁に透明性の高いコミュニケーションを維持します。




データとレポート作成

データ共有

著者は編集レビュー用の原稿に関連する生データを提供するように求められ、もし実行可能な場合は、かかるデータに一般の人々がアクセスできるように準備し（データとデータベースに関するALPSP-STM ステートメントに一致#%pdf_file%#(open in a new tab)）、いずれの場合も、出版後に妥当な時間でかかるデータを維持できる準備をしておくべきです。

Begell Houseはデータ共有に関するFORCE11原則(open in a new tab)に従っています。著者は謝辞の後で参照リスト前に、原稿の中にデータ可能性に関するステートメントを記載するべきで、このステートメントにはデータセットにどんな情報が含まれているのか、データが公的に利用可能かどうかを記載し、可能な場合、どこにあるのか（データベース内、原稿内や補助資料内など）を記載して下さい。学術研究で使用されるすべてのデータはFAIR（発見、アクセス、相互運用、再使用可能）基準に従わなければなりません。著者はオープンデータレポジトリのリストに関してFAIRSharing.org(open in a new tab) を参照できます。

レポート作成基準とガイドライン

独自研究のレポート著者は実際に行った作業に関して正確な説明およびその重要性に関する客観的議論を提示しなければなりません。根本的データを論文で正確に提示しなければなりません。論文には十分な詳細情報と参照事項を含むようにし、他者が作業を再現できるようにしなければなりません。不正なステートメントや不正確だと認識しながら行うステートメントは非倫理的行動と見なされ、許容できません。

レポート作成基準は科学分野によって異なるので、著者は自身に特有の分野のレポート作成基準を認知し、従うようにしなければなりません。これらの基準に従わない場合、影響を受ける同僚がデータを解釈または再現する際に多大なる影響がある場合があります。

臨床試験プロトコルに関するSPIRITガイドライン(open in a new tab) では、臨床試験の登録とレポート作成時に従うべき33ポイントのチェックリストを研究者に提供しています。

動物が関わる研究に関しては、動物研究：試験管実験（ARRIVE) のレポート作成ガイドライン(open in a new tab)に従わなければなりません。 倫理的研究プラクティスを検証するため、著者の原稿と一緒に記入済みチェックリストを提出することを著者に奨励しています。

研究における性とジェンダー平等（SAGER) ガイドライン(open in a new tab)には「性」と「ジェンダー」は別の用語として明確に定義されており、混同を避けるため原稿でこの2つの用語を参照する方法について記載しています。




データと画像偽造

Begell House、その編集者とプロダクションスタッフはフェイクデータや誤ったデータの作成や使用を公式に非難しており、厳密な査読を通して、違法行為の証拠がないか原稿を注意深く審査しています。

誤ったデータ、画像、研究所見やレポートを作成することや、誤っていると知りながらそれらを拡散することは科学研究において最も重大な倫理違反の一つとされており、研究公正の中心となる原則に違反しています。原稿に不正なデータや画像が含まれると証明された場合、編集者と出版者による調査後に撤回される場合があります。

編集者や査読者が査読中に、提出された原稿の一部または全部が捏造されたものであると疑う場合、提出された原稿における捏造データ(open in a new tab)に関するCOPEフローチャートを参照し、出版後に問題が提起された場合、出版済み論文における捏造データ(open in a new tab)に関するCOPEフローチャートを参照するものとします。




研究倫理

危険物やヒトや動物が対象の研究

使用の際に特有の危険性のある化学物質、手順や機器が関わる研究の場合、著者はそのことについて原稿で明確に提示しなければなりません。動物やヒトの被験者を使用する研究の場合、すべての手順が関連法や機関ガイドラインに従って行われており、適切な機関委員会がその手順を承認していることを著者が確認し、原稿にはこの結果に対するステートメントを含まなければなりません。また、著者は、ヒトの被験者で実験を行う際にインフォームドコンセントを得ているステートメントも原稿に含まなければなりません。ヒトの被験者のプライバシー権利は常に守られなければなりません。

ヒトの被験者

Begell Houseでは、被験者への実験を含む原稿を提出する著者に対して、研究が行われた機関の倫理委員会および世界医師会の行動規範(open in a new tab)に従ってプロセスが行われたことを明示するように奨励しています。これら両委員会の倫理基準に従って研究が行われたかどうかについて疑いがある場合、著者はその方法の理由を説明し、機関審査グループが研究の不確かな部分について明確に承認したことを提示しなければなりません。被験者の写真はすべて、被験者の身元が特定できないように十分切り取りを行わなければなりません。被験者の写真は、本人からの署名入り同意がなければ公開できません。被験者の匿名性は常に守られなければなりません。

臨床試験登録

世界保健機関(open in a new tab)によると、臨床試験とは、将来的な治療の結果や有効性を評価するために、研究対象者の健康に関連する1つ以上の治療に参加する個人や団体を指名する研究プロジェクトとして定義されています。

出版を検討するために、著者の研究に含まれるすべての臨床試験は 世界保健機関のプライマリレジストリ(open in a new tab)に登録されていなければなりません。著者は臨床試験が最低要件を満たしていることを保証するため申請書を記入する一方で、WHO臨床登録データセット (バージョン1.3.1)(open in a new tab)の指示に従うものとします。

研究における動物

Begell Houseでは科学研究における動物の人道的かつ倫理的扱いを支持しています。原稿に動物実験を含む場合、著者は研究所の動物のケアや使用に対する機関および国家ガイドに従っているかどうかを明示しなければなりません。追加情報に関しては、動物福祉法および 規則「ブルーブック」(2013年9月）#%pdf_file%#(open in a new tab)をご覧下さい。また、著者は動物研究：試験管実験のレポート作成（ARRIVE)ガイドライン(open in a new tab)チェックリストも参照し、研究に対する全てを記入したチェックリストも提出するように奨励されています。研究において、対象動物を安楽死させる必要がある場合、著者は動物の安楽死に関するAVMAガイドライン(open in a new tab)に従わなければなりません。Begell Houseは、ヒトまたは動物に対する研究において非倫理的行動に基づき、原稿を却下する権利を有しています。

研究資金

著者が研究資金を受け取った場合、このことを原稿の謝辞に記載し、資金団体名や資金ID番号などのあらゆる関連詳細情報を含まなければなりません。




倫理的研究プラクティス

Begell HouseはCOPE(open in a new tab)コアプラクティスに従って凛履歴研究プラクティスを促進しています。倫理的研究方法、データ収集やレポート作成プラクティスに関する懸念事項はすべて、ジャーナルの編集者または出版者に対してethicsまでお知らせ下さい。

査読

Begell Houseでは査読者が査読に関するCOPE倫理 ガイドライン(open in a new tab)に厳密に従うように強く推奨しております。使用する査読方法はジャーナルに基づいて異なり、ジャーナルホームページに記載の著者への指示に明確に記載されています。

弊社では2つの標準的なタイプの査読を行っています：

	シングルブラインド査読：著者は匿名ではないけれども、査読者は匿名
	ダブルブラインド査読：査読者も著者も両方とも匿名


編集決定への貢献

査読は編集者が編集決定を行う際に助けとなり、著者との編集コミュニケーションを通じて、著者が論文を改善させるのにも役立ちます。

時間厳守

選ばれた査読者が原稿で報告されている研究の査読の資格がないと感じている場合や、時間厳守の査読が不可能であると分かっている場合は、編集者に通知し、査読プロセスから外してもらうようにします。

秘密厳守

査読のために受け取った原稿は機密書類として扱わなければなりません。編集者が認めた場合を除いて、他者に見せたり、他者と話し合ったりしてはなりません。

客観性基準

査読は客観的に行われるべきです。著者を個人的に批判することは不適切です。査読者は裏付け論拠とともに明確にその見解を表明すべきです。

情報源への謝辞

査読者は、著者が引用していなかった出版済み関連研究を特定しなければなりません。所見、由来や議論が以前に報告されていたというステートメントを関連引用に添付しなければなりません。また、査読者は、検討中の原稿と査読者が個人的に知っているその他の出版済み論文の間に相当な類似性や重複がある場合、編集者に注意を呼びかけなければなりません。

開示と利害対立

査読中に得た特定の人しか知らない情報やアイデアは秘密厳守とし、個人的な利益のために使用してはなりません。査読者は、著者の誰か、論文に関係のある会社や機関のいずれかと競合、協業あるいはその他の関係やつながりがあるような利害対立をもつ原稿を検討してはなりません。査読者は、「世界医学倫理会」「医学 ジャーナルの査読における利害対立」(open in a new tab)に記載の方針に従うものとします。レビューにより利害対立が明らかにされず、後日利害対立が見つかった場合、そのような査読者はBegell Houseとの今後の査読機会より除外されるものとします。ジャーナル編集者は査読者の資格を厳しく吟味し、潜在的な利害対立がないか定期的に監視し、査読能力を保証します。

編集メンバーが執筆/共同執筆した論文

ジャーナルに対して論文を執筆または共同執筆した者が編集プロセスにも関わる場合のBegell Houseの方針は出版倫理委員会 (COPE) 基準(open in a new tab)に基づきます。編集委員会メンバーは、自らが金銭的または非金銭的に競合する利害を持つ論文の意思決定プロセスから外れるものとし、編集者は適切な知識を持った編集チームの他のメンバーに責任を委ねます。編集委員会メンバーは自身が共同執筆した論文を提出する場合、そのメンバーの論文は他の共同編集者（あるいは特別号ゲスト編集者）が完全に担当するものとします。

編集委員会メンバーが論文を提出する場合、共同編集者の業務は編集長が割り当て、著者と共同編集者が協業しておらず、同じ機関出身ではなく、金銭的利害などを持たないなどの倫理的基準を満たしていることを確認しなければなりません。編集長が論文の共同執筆者である場合は、その業務はシニア共同編集者が行うものとします。さらに、　Begell Houseのオンラインシステムは「所有権」ベースで運営されており、編集者や共同編集者は、自身が共同編集者やゲスト編集者として割り当てられていない原稿に対して、レビュー、査読者の身元情報、意思決定書簡などを含む書類を閲覧できません。ゲスト編集者は担当号に対して完全編集権限を有しており、正規共同編集者は意思決定プロセスには関わりません。

査読改ざん

COPEでは、編集者に対して査読プロセスにおける潜在的な改ざんを識別する方法(open in a new tab)に関して幅広いガイドラインを提供しています。Begell Houseでは、査読における改ざんを最低限に抑えるためCOPEベストプラクティスに従っています。

	著者はBegell Houseのオンライン提出システム(open in a new tab)よりジャーナルに直接原稿を提出しなければなりません。
	責任著者は、通信を確認し、安全に保つために、所属機関のメールアドレスを使用して、弊社提出システムに登録することを強く推奨します。
	ジャーナル編集者は、査読者に対して査読やその他の業務をお願いする前に、その資格と所属を定期的に確認しています。
	ジャーナル編集者は系統的に完成したレビューを検証し、倫理的かつプロフェッショナルな方法で質の高い有意義なフィードバックを保証します。


編集者が原稿査読中に何らかの改ざんが行われたと疑う場合、 査読プロセス中に 査読改ざんを疑う場合(open in a new tab)に関するCOPEフローチャートを参照するものとします。問題の原稿がすでに出版されている場合、編集者は 出版後に査読改ざんを疑う場合(open in a new tab)に関するCOPEフローチャートを参照するのとします。




盗用と重複出版

盗用

著者は完全にオリジナルな作品を執筆したことを保証し、著者が他者の作品および/または言葉を使用した場合、適切に引用または引用符を付けなければなりません。盗用に関するCOPEフローチャートによると、盗用を下記のように定義しています：

	著者が自身のオリジナルではないアイデア、データ、画像やその他の情報を自身のオリジナルなアイデアとして提示しようとすること
	著者が以前の原稿（通常出典不明）から自分自身の作品をコピーすること
	テキストに引用や引用符を付けずに短いフレーズをコピーすること


Begell Houseでは、iThenticate盗用検出ソフトウェアを使い、提出後直ちに原稿を審査して、著者の寄稿がオリジナルであることを確認します。編集者は盗用レポートを確認し、提出原稿内の盗用(open in a new tab)に関するCOPEフローチャートに従って、結果に基づいた追加改定をリクエストする場合があります。過度な場合には、編集者は結果に基づいて単独で原稿を却下する場合があります。

複数、冗長または並行出版

著者は1つ以上のジャーナルや主要な出版物で、実質的に同じ研究を説明する原稿を一般的に出版してはならないものとします。同じ原稿を1つ以上のジャーナルに対して同時に提出することは、冗長出版（COPE定義による#%pdf_file%#(open in a new tab)）となり、非倫理的な出版行動となります。著者は、初期提出プロセス中に自分の原稿を他のどこにも同時に提出していないことを確認する必要があります。Begell Houseでも、著者に対して著作権譲渡契約に署名することを義務付けており、契約の中で原稿内のすべての研究がオリジナルであることを再度記載しています。

1つ以上の出版者に対して同時に原稿を提出していたことが判明した著者が重複提出を認めた場合、自動的にその原稿は却下されます。その他すべての影響のある出版物の編集者にも通知されます。レビュー後、その著者が原稿をBegell Houseに今後提出できないようにする、著者の機関に同時提出を通知することを含む、追加措置をとる場合があります。編集者は重複および冗長出版に関するCOPEガイドライン(open in a new tab)を参照して下さい。

研究の以前の出版がカンファレンスで提示された論文や概要など、冗長ではないと見なされる場合もあります。この場合、Begell Houseは著者に対して最低30%、タイトルや原稿の全文を変更するように義務付け、以前の出版者から適切な許可を求めなければなりません（該当する場合）。新しい出版も以前の出版を参照しなければなりません。




倫理的ビジネスプラクティス

報告、評価、使用

Begell HouseはプロジェクトCOUNTERのメンバーであり、使用状況メトリクスの記録と報告に関してCOUNTERプラクティス規範(open in a new tab)に従っています。出版者のウェブサイトは各新しいリリースが出版後できるだけすぐに更新し、毎年独立第三者監査機関を通じてコンプライアンスが検証されます。Begell HouseでもSUSHI(open in a new tab)による統計をサポートしており、図書館員ページ(open in a new tab)を維持し、そこから必要に応じて使用状況レポートを実行し、ダウンロードできます。出版者はCrossref(open in a new tab) やNISO(open in a new tab)のようなその他の機関と協力して、メトリクス報告に関する基準をサポートしています。Begell Houseはこのようなサービスが提供するメトリクスを修正したり、影響を与えたりするようなことは一切ありません。

マーケティングとPRプラクティス

Begell Houseは定期的にメールやソーシャルメディアを使い、著者、編集スタッフ、顧客や一般人とコミュニケーションを図っています。メールでのコミュニケーションは、メーリングリスト送信に同意した方のみに送信し、各メールには「登録解除」リンクを含むようにしています。Begell Houseは最新のメール抑制リストを維持し、登録解除済みのコンタクトが今後のメーリング送信から除外されるようにしています。

広告宣伝

Begell Houseは自社ウェブサイトにいかなる第三者の公告宣伝を許可しておらず、下記基準を満たした場合のみ、選択した第三者の広告を印刷出版物で許可しています：

	画像および/またはコピーをジャーナルの編集者およびプロダクション部門が事前に承認した場合
	資料がその号のコンテンツに関連しておらず、きちんと分かれている場合
	資料が利害対立を提示せず、何らかの方法で編集意思決定に影響をもたらさない場合


受け取った公告はこれらの基準を満たしているかすべて厳しく吟味されます。印刷広告はジャーナル号の最終ページに表示されます。

中傷、名誉棄損と表現の自由

Begell Houseは、記憶に長く残るような人を個人やエンティティを中傷するようなステートメントであると知っていながら参加したり、個人やエンティティを中傷する主張を出版したりするようなことはありません。中傷や名誉棄損であると考えられるようなステートメントがあれば、ジャーナルの編集者または出版者に対してethicsまで通報して下さい。




重要連絡先

Begell Houseウェブサイトや出版者の印刷出版物で出版されたコンテンツに関する一般的なお問い合わせは Begell Houseの問い合わせ用紙(open in a new tab)から送信するか、Ordersまで送信して下さい。

出版済み原稿や現在査読中の原稿に関するコメント、質問や批判がございましたら、Begell Houseのプロダクション部門に対してJournalsまで送信して下さい。

ほとんどのBegell House許可リクエストは米国著作権料清算センター（CCC）が現在取り扱っております。CCCからの許可リクエストは、Begell Houseウェブサイトの論文から「許可を得る」リンクをクリックして開始できます。CCCが取り扱っていないリクエストに関してはPermissionsに送信して下さい。

Begell Houseマーケティングやソーシャルメディアコミュニケーションズに関するコメントや質問は、Begell Houseのマーケティング部門に対してMeghanまで送信して下さい。
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